（様式9-1）

真岡市建設工事請負契約に基づく協定書
　１　工事名
　２　工事箇所
３　各会計年度における請負代金の支払限度額

	年度
	金額

	年度
	円

	年度
	円

	計
	円


４　各会計年度における請負代金の出来高予定額

	年度
	金額

	年度
	円

	年度
	円

	計
	円


５　前払金は、上記の各会計年度における出来高予定額を基準として、真岡市建設工事請負契約約款第３６条、第４２条の規定により各年度に支払うことができる。

６　部分払は、上記の各会計年度における請負代金の支払の限度額を範囲として真岡市建設工事請

負契約約款第３９条、第４３条の規定により支払うことができる。

　　この工事に対する支払いに関し協定を締結し、その証として本書２通を作成し、発注者と受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。

　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　住　所　
　　　発　注　者

　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　住　所

　　　受　注　者
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
［注］受注者が共同企業体を結成している場合においては、受注者の住所及び氏名の欄には、共同企業体の名称並びに共同企業体の代表者及びその他の構成員の住所及び氏名を記入する。

真岡市建設工事請負契約に基づく協定書
　１　工事名　　真岡市新庁舎◇◇◇◇建築工事
　２　工事箇所　　真岡市荒町５１９１番地
３　各会計年度における請負代金の支払限度額

	年度
	金額

	令和２年度
	１００，０００，０００円　

	令和３年度
	５００，０００，０００円　

	令和４年度
	８００，０００，０００円　

	計
	１，４００，０００，０００円　


４　各会計年度における請負代金の出来高予定額

	年度
	金額

	令和２年度
	１２０，０００，０００円　

	令和３年度
	６５０，０００，０００円　

	令和４年度
	６３０，０００，０００円　

	計
	１，４００，０００，０００円　


５　前払金は、上記の各会計年度における出来高予定額を基準として、真岡市建設工事請負契約約款第３６条、第４２条の規定により各年度に支払うことができる。

６　部分払は、上記の各会計年度における請負代金の支払の限度額を範囲として真岡市建設工事請

負契約約款第３９条、第４３条の規定により支払うことができる。

　　この工事に対する支払いに関し協定を締結し、その証として本書４通を作成し、発注者と受注者が記名押印の上、各自１通を保有する。

　　　　令和２年１０月　１日

　　　発　注　者　　　住　所　　栃木県真岡市荒町５１９１番地
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　真岡市長　●●　●●　　　　　　　　㊞

　　　受　注　者　　　○○・△△・□□特定建設工事共同企業体
（代表者）住　所　　栃木県宇都宮市１１１１番地
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　○○○○建設株式会社
代表取締役　○○　○○　　　　　　　㊞
（構成員）住　所　　栃木県真岡市１１１１番地
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　株式会社△△△
代表取締役　△△　△△　　　　　　　㊞
（構成員）住　所　　栃木県真岡市２２２２番地
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　□□建設有限会社　　　　　　　　
代表取締役　□□　□□　　　　　　　㊞
契約書（仮契約書）に綴じ込むため印紙は不要





記載例





契約日（仮契約日）と同じ日








PAGE  

